
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 
 

学 校 名 白川町立黒川中学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月１５日(土) 

 

実 施 概 要 

 
 
黒川中文化祭････保護者、地域の方々に伝統芸能（箱岩太鼓、歌舞伎、三

味線、箏）や日頃の学習成果（合唱、器楽）を発表する。 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 約９０ 人 
計 約１２０ 人 

地域関係者 約３０ 人 

 

実 施 状 況 

 １１月１５日（土）１３:００～１６：００、地域にある芝居小屋「東座」
を会場に実施した。１年生は箱岩太鼓で「緑風光風」「飛騨路ばやし」「校
歌」を演奏、２年生は歌舞伎「吉例寿曽我対面～工藤館対面の場」、３年
生は三味線で「宮入り」「道行き」「だんまり」の演奏を発表した。それ
に加え、文化部が箏で「ドレミの歌」「大きな古時計」の演奏、選択器楽
コースがサックスで「ビリーブ」の演奏、３年生の学級合唱「走る川」、
全校合唱「Under the Same Sky」、ＰＴＡ有志と学校職員による合唱
の発表も行った。 

 太鼓、歌舞伎、三味線はいずれも黒川地内の方に指導をしていただき、
当日も発表を見ていただくことができた。また、舞台設営や音響等につい
ても地元の方々にお手伝いいただき、運営･進行については生徒が主体とな
って進めることができた。 

 

成果及び課題 

＊箱岩太鼓は４月から、歌舞伎･三味線は１０月の初旬より本格的に取組を
始めた。指導者の方々には数回指導に来ていただき、熱心に取り組んで
いただいた。生徒たちも限られた練習時間を大切にしながら、伝統芸能
の取組を通して仲間との関わりを高めることができた。 

＊地元の指導者から指導していただくことにより、礼儀作法をはじめ黒川
と芸能のつながり、地元で古くから大切にされてきたこと等々について
も折に触れて指導していただくことができた。 

＊保護者だけでなく、地域住民にも生徒理解を深め、学校教育活動への参
画を推進することができた。 
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